
 

学校名　三原市立第二中学校

改善方策

10月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※授業がよくわかる／家庭
学習の項目「1.3.4」

90%
90.1%
89.4%
65.3%

90.7% B

・授業がよくわかるに関しては，目標値は超えて
いるが，昨年度10月より約４ポイント下回ってい
る。
・家庭学習については，約90%の生徒が課題は
提出しているが，復習等の家庭学習の充実は，
目標値を大幅に下回っている。

・管理職からの指導や１人１授業研究で
の取組を基に，日々の授業改善を行って
いく。
・家庭学習の取組について，研究部を中
心に具体的な取組等を協議していき，方
向性を考えていく。

○

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※ICT機器の項目「11」

90% 93.8% 104.2% A

・目標値の90％を超える93.8％の生徒が肯定的
な回答をしている。

・授業だけでなく，家庭学習で使用したり
等，効率的に活用することで生徒に基礎
学力をつける取組をしていく。 ○

学習分析を基
にした授業改
善と探究的な
学習(PBL)の充
実

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※主体的な場面の項目「6.7」

70%
85.8%
63.1%

106.4% A

・目標値を大きく上回り，85.8％の生徒が肯定的
な回答をしている。
・「学習分析事業」や「探究的な学習の在り方に
関する協議会」などの研修内容を教職員と共有
し，具体的な改善案を練り合い，実践する取組
の成果であると捉える。

・今後も，協議会等と示された改善案や
取組の方向性を教職員と共有したり，
日々の活動から生徒のつまずきや成長を
見取ったりすることで改善していく。 ○

○生徒指導・
教育相談活動
の推進

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※自らあいさつ「5」

不登校の人数

80％

20人
以下

74.7%

14名

93.4% B

・挨拶の数値は，昨年度10月と比較して約10ポ
イント上昇している。
・不登校生徒数は14名と昨年度より増加してい
る。ただし，各担任の取組により，欠席日数が30
日以上の生徒も昨年度より改善されているケー
スもある。

・生徒会活動として取り組んでいる，部活
動ごとのあいさつ運動の実施を継続して
行っていく。また，継続のみならず新たな
取組を考え実施していく。
・今後もSC，SSWを含めた組織的な対応
を継続して行っていく。

○

○道徳教育の
充実

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※主体的な場面の項目
「12.13」

90%
79.2%
89.1%

93.6% B

・「道徳の時間が好き」については，昨年度10月
と比較して約3ポイント下回っている。
・「道徳はためになる」については，おおむね９割
の生徒が道徳の授業の必要性を実感しているも
のの，昨年度に比べ約５ポイント下回っている。

・各学年の道徳担当と連携し，担任個人
の負担にならないよう，学年間で教材研
究を進める。
・生徒が意欲的に道徳の授業に参加でき
るよう，導入の工夫等，授業改善を行う。

○

○生徒会活動
の充実

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※主体的な場面の項目「7.8」

90% 91.4% 101.6% A

・「委員会，係の仕事等に責任を持って取り組み
達成感を感じている」「学校行事等に一生懸命
取り組み達成感を感じている」ともに，目標値
90%を越える91.4％の生徒が肯定的な回答をし
ている。
・「委員会，係活動」について，昨年度10月と比
較して約１ポイント上昇し，「学校行事」について
は肯定的な回答が90%を越えているものの，昨
年度10月より約２ポイント下回っている。

・生徒会役員・委員長と担当教員が連携
を密に取ることで，より充実した活動を目
指す。
・リーダーを中心に，生徒主体で行事を進
められたことが，一体感や達成感につな
がったと考えられる。引き続き，生徒主体
で行事が進められるよう指導をしていく。

○

○効率的な業
務改善の推進

学校評価アンケートの
肯定的な回答率
※教職員の業務改善の項目
「8」 90% 80.0% 88.9% B

・「少しでも早く退校できるように業務改善に努め
ている」というアンケートに肯定的に答えた教職
員の割合は80.0％であった。
・月曜５時間の取組や定時退校日については，
業務の都合により実行できない日もあるが，全
職員が意識して業務にあたることができている。

・準衛生委員会で，見直すことができる業
務について意見を出し合い，出来ること
から実行していく。
・定時退校日に早く退校できるように，日
頃から意識して業務の計画を立てるよう
にする。

○

○長時間勤務
の縮減

在校時間60時間以内
の者の割合

前年
度比
増

68.1% 119.1% A

・勤務時間外の在校時間が60時間以内である者
の割合は，昨年度が57.2％，今年度は５月間で
のべ135人中92人，68.1％であった。
・６月において，教育実習や体育大会，修学旅
行，定期試験作成など，多くの業務が重なった
ため長時間勤務となる状況が見られた。

・学校行事などで今年度取り組んだことに
ついては，要項の修正等を行い，次年度
のフォルダに保存しておくことで業務の効
率化を図る。 ○

令和４年度　　学校評価表

業務改善について
は，スクラップを取り
上げて取り組んでい
ることが評価でき
る。先生方一人一人
の意識が更に高ま
るように，取組を進
めていってもらいた
い。

ｅ　目標達成のための方策

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

【ミッション】（自校の使命）
　　社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　知・徳・体のバランスのとれた力を身に付け，郷土から愛される生徒の通う学校

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン
夢を持ち果敢に挑戦し,次代を担う生徒の育成

ｇ
目標値

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

評価計画

ｆ　評価項目・指標

人に愛される
生徒の育成

自己評価

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度

基礎学力の定
着と個別最適
な学びの充実

○生活四訓の徹底
○デイリーの取組やいじめアン
ケートの実施による状況把握
○SC,SSWを含めた組織的な対応

○生徒の主体的な場の設定や肯
定的評価

○協働的な学び合いの場を仕組
み議論する道徳の授業改善

学校関係者評価

校番（　２　）

l   評 価n
改善方策

m
コメント

（　中間 ・ 最終　）

学校全体，生徒，教
室の雰囲気が明る
く，日々の取組の成
果であると考えられ
る。
「挨拶」の意味を理
解させることが大切
であり，人と人との
つながりが生まれ，
自分が認められ，そ
して他人を認められ
ることであることを
知ってもらいたい。

確
か
な
学
力

自ら学び仲間
と協働して学
習できる生徒
の育成

○思考力・判断力・表現力等の育
成をめざした授業改善
○家庭学習の習慣化と授業への
活用

働
き
方
改
革
の
推
進

生徒と向き合
う時間の確保

コロナ禍により学習
意欲の低下が心配
されるが，焦らず取
り組んでもらいた
い。
授業での「深い学び
につながるか」につ
いては，効果的な方
法の開発が必要で
あると考える。

○学校組織のスリム化と業務ス
ケジュール管理の徹底

○ICT機器を積極的に活用した学
習活動

○学習分析事業等による定着状
況の把握と改善に向けた取組
○総合的な学習の時間での生徒
の主体的な学習の場の設定

○業務のスクラップ＆ビルドによ
る業務改善
○週に１日５時間授業の設定と定
時退校日の設定

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。
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